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▲バルコニー

痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
も
み
の
樹
』

平
成
1
6
年
5
月
1
日
、
オ
ー
プ
ン

（
開
所
）
し
ま
し
た
日
日

高
瀬
会
だ
よ
り
第
3
号
で
は
、
赤
い

鉄
骨
（
建
築
中
）
で
の
ご
紹
介
で
し
た
が

竣
工
式
で
は
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
、
ま

た
、
今
回
の
高
瀬
会
だ
よ
り
の
紙
上
を

お
借
り
し
て
、
お
化
粧
（
完
成
）
を
し
た

建
物
を
ご
披
露
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大

変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
立
派
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
額
縁

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
も
み
の
樹
」
と
し
て
、

き
め
細
や
か
な
ケ
ア
を
目
指
し
て
、
9

名
の
入
居
者
の
皆
さ
ん
と
職
員
が
一
緒

に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
色
の
絵
の
具
を

使
い
、
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
け

ま
す
か
、
皆
様
、
今
後
、
乞
う
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
（
管
理
者
　
由
谷
　
耕
一
郎
）



▲調理室

竣工式以来、多数のご見学ありがとうございます。
入居相談、ご見学等お気軽にご相談下さい。

グ
門
㌘
は

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
、
痴
呆
性
高

齢
者
が
小
規
模
な
生
活
の
場
で
少
人
数

を
単
位
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
し
、
食
事
の
支

度
や
掃
除
、
洗
濯
等
、
職
員
と
と
も
に

共
同
で
行
い
、
「
な
じ
み
の
関
係
」
を
築

き
上
げ
な
が
ら
、
ご
高
齢
者
ひ
と
り
ひ

と
り
の
生
活
の
在
り
方
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ご
高
齢
者
が
混
乱
す
る
こ
と

な
く
、
心
身
の
状
態
を
穏
や
か
に
保
ち
、

普
通
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ます。「
も
み
の
樹
」
で
は
、
少
人
数
（
9
名
）

で
職
員
と
、
家
庭
的
な
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
中
で
、
共
同
生
活
を
営
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
密
着
型

の
施
設
と
し
て
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
、
併
設
施
設
と
の
交
流
を
深

め
、
行
事
や
催
し
物
に
参
加
し
て
い
き

ます。



▲導入に向けて職員研修会の様子

適
所
介
護

平
成
1
6
年
5
月
1
日
よ
り
、
新
し
い
場
所
で
、
気
持
ち
新
た
に
…

古
座
川
園
開
設
2
0
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
に
、
新
し
い
建
物
で
高
瀬
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
お

客
様
を
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
、
職
員

一
同
、
心
か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

平
成
2
年
に
古
座
川
園
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
、
古
座
川

町
・
古
座
町
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
1
2
年
4
月
の
介

護
保
険
制
度
の
導
入
を
機
に
、
現
在
で

は
古
座
川
町
・
古
座
町
に
加
え
、
串
本

町
・
太
地
町
・
那
智
勝
浦
町
の
お
客
様

に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
お
客
様
の
中
に
、
開
設
当
初
か

ら
継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

方
が
9
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
私

た
ち
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
行

く
の
が
楽
し
み
で
」
と
利
用
日
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
、
お
客
様
と
一
緒

に
築
い
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
生
活
指
導
員
　
村
上
高
裕
）

ト
唐
音
干
デ
イ
ル
ー
ム

ト
団
琵
・
相
談
室

ト
一
般
浴
室

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

身
体
機
能
や
筋
力
の
低
下
を
予
防

す
る
活
動
を
提
供
し
、
A
D
L
の

自
立
支
援
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
ご
高
齢
者
に

は
、
外
出
の
機
会
を
提
供
し
、
同

年
代
の
方
と
の
交
流
や
気
分
転
換

を
行
い
ま
す
。
入
浴
（
天
然
温
泉
）

食
事
、
見
守
り
等
の
サ
ー
ビ
ス
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
が
日
帰
り

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

行
摘
発
開

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
パ
ワ
ー
リ
ハ
）
と
は
、
日
常
生
活
で

使
わ
れ
て
い
な
い
筋
肉
及
び
神
経
の
活

動
を
引
き
出
す
、
つ
ま
り
休
眠
中
の
神

経
、
筋
を
活
動
の
場
面
に
引
き
出
し
て

く
る
た
め
の
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

す
。
け
っ
し
て
、
筋
力
増
強
を
謡
っ
た

マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
な
く
、
運

動
生
理
学
的
に
裏
付
け
さ
れ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
あ
る
と
言
う
事
を
理
解
し
て

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

ご
高
齢
者
の
介
護
予
防
・
自
立
支
援

に
効
果
の
高
い
も
の
と
し
て
、
今
、
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
を
動
か
す
力

（
身
体
的
活
動
性
）
と
気
持
ち
（
精
神

的
活
動
性
）
を
改
善
し
、
相
互
が
影
響

し
合
う
こ
と
で
生
活
や
行
動
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
（
行
動
変
容
）
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
パ
ワ
ー
リ
ハ
は
老
人
保

健
施
設
で
の
新
し
い
　
『
リ
ハ
の
手
法
』

と
し
て
効
果
が
実
証
さ
れ
、
全
国
的
に

導
入
す
る
施
設
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
瀬
会
で
は
、
い
ち
早
く
（
紀
南
地

域
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
。
）
パ
ワ
ー
リ
ハ
を
導
入
し
、
各
職
員

と
も
に
実
施
に
向
け
て
意
識
を
高
め
、

よ
り
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。



《診療科目≫　内　科・外　科・循環器科

婦人科・消化器科・胃腸科

診　療　時　間

月 �火 �水 �木 �金 �土 �日・祝 

午前 9：00～12：00 �○ �○ �○ �○ �○ �休 �休 

休
午後 1：00～3：00 �○ �d �○ �○ �○ �休 

《場　所≫　古座川町高瀬353番地

特別養護老人ホーム「古座川園」

五
か
せ
幸
記
吾
妻
蚕
亘

平
成
1
6
年
5
月
1
0
日
に
開
院
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
　
高
瀬
会
で
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
皆
様
方
が
、
少
し
で
も
安
心
・

安
全
な
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
し
て
、
5
月
1
0
日
「
た
か
せ
会
記
念

診
療
所
」
を
開
院
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

私
ど
も
の
も
つ
福
祉
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

十
分
に
発
揮
し
、
医
療
と
福
祉
の
連
携

の
と
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
指

し
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
来
院
を
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

奥
秀
恵
先
生

昭
和
‖
年
3
月
1
0
日
生
（
6
8
歳
）

本
年
3
月
、
近
畿
大
学
を
定
年
退
職

し
、
4
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
山
紫
水
明
の
故
郷
に
帰
り
、
改
め

て
自
然
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
満
喫
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
で
も
地
域
医
療

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
、
専
門
分
野

の
心
臓
・
血
管
疾
患
に
限
ら
ず
ど
ん
な

病
気
で
も
診
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
、

ご
家
族
或
い
は
お
知
り
合
い
の
方
で
、

体
調
が
悪
く
な
っ
た
時
に
は
躊
躇
せ
ず

に
相
談
に
き
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

勝
先
生
と
は
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

の
同
級
生
で
、
助
け
合
っ
て
診
療
に
頑

張
り
ま
す
。
遊
ぶ
こ
と
も
好
き
で
す
。

特
に
、
ゴ
ル
フ
、
山
道
の
ド
ラ
イ
ブ
は

趣
味
の
一
つ
で
す
。
樹
木
に
も
興
味
が

あ
り
、
植
え
て
は
枯
ら
し
、
枯
ら
し
て

は
植
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
珍
樹
の

林
檎
梨
p
u
r
p
一
e
一
e
a
f
p
一
u
∃
　
g
訂
⊃
t

S
e
q
u
O
訂
　
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
も
成
育
中

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勝
信
昭
先
生

昭
和
1
3
年
9
月
8
日
生
（
6
5
歳
）

こ
の
度
、
た
か
せ
会
記
念
診
療
所
に

参
り
ま
し
た
。
昭
和
1
3
年
9
月
8
日
生

ま
れ
6
5
歳
で
す
。
和
歌
山
市
出
身
、
桐

蔭
高
等
学
校
卒
、
和
歌
山
県
立
医
科
大

学
で
は
奥
先
生
と
同
級
で
す
。

こ
こ
に
来
る
前
は
、
海
南
市
民
病
院

に
2
0
年
近
く
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
専

門
は
産
婦
人
科
で
、
特
に
、
卵
巣
腫
瘍

を
専
門
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
診

療
所
に
は
×
線
や
エ
コ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
の
で
、
更
年
期
障
害
・
ホ
ル
モ
ン

異
常
・
子
宮
筋
腫
・
膜
胱
炎
・
卵
巣
腫

瘍
・
貧
血
・
カ
ン
チ
タ
症
・
子
宮
癌
検

診
な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。



＝
ト
＝
ピ
＝
ッ
＝
ク
＝
ス
＝

古
関
川
萱
が
？

3
月
1
6
日

鯨
2
頭
が
、
早
朝
よ
り
古
座
川
河
口

に
迷
い
込
み
ま
し
た
。
地
元
で
は
大
騒

ぎ
に
な
り
私
た
ち
も
見
学
に
い
き
ま
し

た。「
早
く
海
に
逃
が
し
て
あ
げ
て
－
」

「
さ
し
み
に
し
た
ら
美
味
し
い
や
ろ
ね
！
」

思
い
も
よ
ら
な
い
来
客
に
会
話
が
は
ず

ん
だ
一
日
で
し
た
。

（
地
元
住
人
の
協
力
も
あ
り
、
こ
の
日

の
夜
、
無
事
海
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。
）

4
月
2
2
日

送
迎
の
途
中
ひ
と
り
の
お
客
様
が
「
あ

れ
、
な
に
！
！
」
と
珍
し
い
も
の
を
発
見

し
ま
し
た
。

空
に
泳
ぐ
は
ず
の
鯉
の
ぼ
り
が
…

ど
う
し
て
？
？
？

夏
も
近
づ
く

八
十
八
夜
日
日

5
月
に
は
い
る
と
、
茶
木
の
新
芽
も

グ
ン
ク
ン
伸
び
、
今
年
も
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
皆
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
茶
摘
を
し
ま
し
た
。
毎
年
の

こ
と
で
す
が
、
若
い
頃
か
ら
培
わ
れ
て

き
た
手
裁
き
は
お
見
事
で
す
！

生
き
生
き
と
し
た
表
情
や
行
動
に
も
驚

か
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
5
月
1
日
に

開
所
し
た
ば
か
り
の
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
「
も
み
の
樹
」
の
入
居
者
の
皆
さ
ん

も
一
緒
で
す
。
摘
ん
で
、
煎
っ
て
、
操

ん
で
、
干
し
て
…
豊
か
な
香
り
の
す
る

新
茶
が
楽
し
み
で
す
ね
‖
‥

テ
レ
ピ
取
材
が

あ
り
ま
し
た

高
瀬
会
第
2
訪
問
看
護
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ヘ
ル
パ
ー
　
岩
本
カ
ナ
エ
さ

ん
が
、
5
月
9
日
放
映
の
読
売
テ
レ
ビ

「
オ
カ
ン
と
娘
」
と
い
う
番
組
に
出
演

し
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
活
動
中
も
取
材

が
あ
り
、
お
客
様
に
は
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
．
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。



太田　好一

（あじさい苑デイケア指導員）

以前に5年間、高瀬会で
お世話になり、一旦は退職

したものの、再び、ご緑を
頂くこととなりました。
再度、－から勉強のつも

りでよりよい福祉サービス
を提供できるよう、日々、
努力して参りますので、皆
様のご指導の程、宜しくお
願い致します。

中畑　斉

（古座川園　介護職員）

学校では、経験できなか
った事が多く、奥の深さを
ひしひしと感じております。
もっと、自分自身の能力を
高め、また、ご利用者の方
々との信頼関係を築き、必
要とされる職員になりたい
と思います。先輩職員の皆
様にはご迷惑をおかけしま
すが、ご指導の程、宜しく
お願い申し上げます。

蕩戸　有美

（古座川固　介護職員）

社会人としての第一歩で
すので、不安もいっぱいで
すが、先輩職員の方々に助
けられながら頑張っていま
す。

今は早く仕事を覚えて、
ご利用者の皆さんに気持ち
良く、笑顔で過ごして頂け
るように頑張ります。宜し
くお願いします。

並川　あゆみ

（あじさい宛リハビリ助手）

あじさい苑で勤務させて
頂くことになりました。

仕事に対する知識が未熟
であり、至らない点も多く、
ご迷惑をおかけすることも
あると思いますが、精一杯

頑張りますので宜しくお願
い致します。

西　大志

（高瀬会デイサービス介護随員）

『初心忘れず』持ち前の明
るさで何事にも積極的に取
り組み、一日でも早く、一

人前になれるよう、そして、
ご利用者の皆様や職員の方
々にも信頼されるよう努力
して参りたいと思います。
期待や不安もあり、楽し

みな部分でもありますが、
宜しくお願いします。

蟹田　礼子

（グループホームもみの樹調理員）

高齢化が進んでいる中、
一人暮らしの高齢者が増え、

たくさんの方々に高瀬会の

介護サービスをご利用して
頂いております。

グループホームというご
高齢者が共同で生活する施
設では、様々なケースがあ
ると思いますが、私なりに
ケアの在り方を探っていき
たいと思います。

域本　礼奈

（あじさい苑作業療法士）

「あじさい宛」で勤務して
いる作業療法士です。

就職したばかりで気も利
かず、ご迷惑をかける事も
あると思いますが、時々、
手芸等の作業活動を取り入
れながら皆様のリハビリの
お手伝いができるよう頑張
りたいと思います。

川口　智子

（クリーンヴィレッジ古座川介護職員）

少しずつ仕事にも憤れ、
楽しく働かせてもらってお
ります。
これからも頑張りますの

で宜しくお願いします。

奥地　富

（たかせ会記念診療所看護師）

今年の3月まで新宮市内
の保育岡で勤めていました。
今までは、子供たちや父

兄の皆様、職場のスタッフ
から“先生”と呼ばれてき
ましたが、これからは入所
されている高齢者の皆様が
私にとっては“先生”です。
日々、多くの“先生”方と
接していく中で色んな事を
吸収し学ばせて頂きたいと
思います。

西　淫

（古座川固　介護職員）

高瀬会の介護職員になり、
毎日楽しく仕事をしていま
す。みなさんのご指導によ
り、大分、仕事を覚えるこ
とができました。
以前、別の施設で約3年

間働いてきました。その3
年間で得た経験と反省を生
かし、毎日の仕事を頑張っ
ていきたいと思います。

下川　悪

（クリーンヴィレッジ古座川看護師）

高瀬会の一員となり、何
もかもが初めてのことで戸
惑う事が多く、皆さんにご
迷惑をおかけすると思いま
すが、どうぞ宜しくお願い
します。

倉本　崇

（あじさい苑　介護職員）

働き始めて1ケ月が過ぎ
ましたが、まだ、自分白身
の仕事の流れを理解するの
が精一杯で至らない点が多
く、ご迷惑をおかけすると
思いますが、1日でも早く、
仕事の流れを理解し、的確
にこなす事ができるように
頑張りますので、宜しくお
願いします。

害下　典子

（たかせ会記念診療所看護師）

たかせ会診療所に勤務さ
せて頂くことになりました。
一人でも多くの方が来診

して頂ける様な診療所にし
たいと思っておりますので、
皆様も宜しくお願い致しま
す。

大岡　陽

（訪問介護ステーション　訪問介霞員）

昨年の10月にヘルパー
2級資格を取得しました。
4月から、高瀬会のヘルパ
ーとして働かせて頂く事に

なりました。
まだまだ、わからない事

がたくさん有り、日々勉強
の毎日ですが、一生懸命頑

張りますので、宜しくお願
い致します。
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東金のみなさんの華竹椚細川（お花見合）

手作り！？誕生ケーキでお被い

rかわいいわー」ひまわり保高稀の子供たち

お花党日和　春らんきんのひとと老

～高瀬会高齢者総合ケアセンター～

●特別養護老人ホーム「古座川園」
●たかせ会記念診療所

℡0735－72－3355（代）

●老人保健施設「あじさい苑」
℡0735－72－6100（代）

●高瀬会JR太地駅

高齢者居宅介護支援センター
℡0735－59－6066（代）

高瀬会第2訪問看護ステーション
高瀬会第2訪問介護ステーション

●古座川町生活支援ハウス「ささゆり」
℡0735－77－0222（代）

［高瀬会メールアドL／ス／7takaseka＠za．ztv．ne．jp］

チャイナ気分でハイポーズ

●痴呆対応型共同生活介護「もみの樹」
●高瀬会デイサービスセンター

℡0735－72－3322（代）

●在宅複合型施設
「グリーンヴィレッジ古座川」

℡0735－72－0611（代）
短期入所施設「グリーンヴィレッジ古座川」
南紀ケアプランセンター
古座川町在宅介護支援センター
高瀬会訪問介護ステーション
高瀬会配食サービスセンター

●湯川温泉ふれあいサロン「ゆかし庵」
℡0735－52－1101（代）

絹焦後記
春の異動でグ′L一了ホーム
「もみの樹Jに勤務すること
になりました。　グ／L－7
ホームは初めての経験なの
で、とまといもありますガ、
お客様や哨眉の方と一緒に、
試行錯誤しなガらも明るく、
楽しく、笑って過ごして頂
けるような時間をたくさん
作っていきたいと思ってい
ます。皆さんも気軽に遊び
に来て下さい。（由谷）
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